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【
問
】
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
、

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
ま
で
、
支
援
を
必
要
と
す
る

母
子
を
把
握
し
、
児
童
虐
待
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
発

生
を
予
防
す
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
加
え
て
、
産
後
う
つ
の
予
防
や
早
期
発
見
を
意

識
し
た
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
り
、
産
後
ケ
ア
事
業
及
び
産

婦
健
康
診
査
事
業
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
産
後
ケ
ア
が
最
も
必
要
な
時
期
に
、
誰
で
も
ケ
ア
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。
協
力
者
が
い
な
い
な
か
で
、
子

育
て
を
し
て
い
く
人
へ
の
支
援
を
さ
ら
に
充
実
し
て

い
け
る
よ
う
、
両
事
業
の
需
要
を
調
査
し
、
導
入
に

つ
い
て
関
係
機
関
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
に
つ
い
て

( 公明党）
南　加代子

①
本
市
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
の
シ
ス
テ
ム
更
改
に
併
せ
て
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
来
年
に
は
本
市
に
も
ゆ
か
り
の
あ
る
大
河
ド
ラ
マ
の
放

送
が
あ
り
、
そ
の
後
も
本
市
が
Ｂ
Ｍ
Ｘ
会
場
と
な
る
ワ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
、
そ
し
て
万
博
の
開
催
も
決
定
し

て
い
る
。
今
後
も
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
岸

和
田
城
な
ど
の
観
光
施
設
に
は
早
期
の
導
入
を
要
望
す
る
。

②
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
横
の
市
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

入
り
口
が
狭
く
渋
滞
な
ど
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
付
近
の
市
道
の
一
部
を
拡
幅
す
れ
ば
問
題
は

解
決
し
、
土
地
の
価
値
が
高
ま
る
。
何
よ
り
も
駅
前

の
一
等
地
で
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
利
活
用
を
強
く
要
望
す
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
・
市
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

( 大阪維新の会）
宇野　真悟

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
仕
事
の
都
合
で
定
住

で
き
な
い
な
ど
、
生
活
の
形
態
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　

２
０
０
１
年
以
来
、
岸
和
田
女
性
会
議
は
合
葬
墓
に
つ
い

て
、
何
度
も
市
に
建
立
の
要
請
を
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、

1
人
暮
ら
し
で
墓
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
、
ま

た
、
資
金
が
な
く
て
墓
も
建
て
ら
れ
な
い
と
い
う
人
は
少
な

く
な
い
。「
お
ひ
と
り
様
」
や
「
墓
じ
ま
い
」
と
い
う
言
葉

も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
の
持
つ
意
味
は

ど
れ
ほ
ど
深
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

最
近
、
他
市
で
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
合
葬
墓

を
建
立
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。
時
代
の
流

れ
を
見
て
、
本
市
に
も
市
民
が
要
望
す
る
合
葬
墓
を

建
立
す
べ
き
で
あ
る
。

合
葬
墓
の
建
立
に
つ
い
て

( 誠和クラブ）
殿本　マリ子

　

行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
２
０
１
９
年
３
月
版
で
は
、
集
中
的

に
取
り
組
む
メ
ニ
ュ
ー
の
１
番
目
に
「
幼
児
教
育
と
保
育
の

あ
り
方
の
見
直
し
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
年
４
月
で
の

保
育
所
の
待
機
児
童
数
は
29
人
、
潜
在
的
待
機
児
童
数
は

２
６
１
人
で
、
過
去
２
年
間
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

こ
の
改
革
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
市
内
の
就
学
前
施
設
（
公
立
幼

稚
園
・
保
育
所
）
の
配
置
見
直
し
と
、
認
定
こ
ど
も
園
化
及

び
民
営
化
を
進
め
る
と
し
、
市
立
幼
稚
園
及
び
保
育
所
の
あ

り
方
が
、
現
在
、
検
討
委
員
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
質
問
で
は
、
障
害
児
保
育
を
始
め
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
果
た
し
て
い
る
公
共
の
大

き
な
役
割
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
公
共
と
し

て
、
子
ど
も
の
保
育
・
教
育
を
守
る
よ
う
求
め
た
。

幼
児
教
育
と
保
育
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て

(日本共産党）
今口　千代子

①
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
障
害
者
が
65
歳
に
な
る

と
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
優
先
す
る
と
し
て
、
移

行
を
勧
め
ら
れ
る
。
経
済
的
負
担
な
ど
を
理
由
に
移
行
を
希

望
し
な
い
人
に
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
申
請
し
な
い
選

択
肢
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
周
知
し
、
障
害
者
自
身
が
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
対
応
を
求
め
る
。

②
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
お
い
て
、
学
習
支
援
は
貧
困
の
連

鎖
を
止
め
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
利
用
は
一

部
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
学
習
支
援
や
居
場
所
づ
く

り
の
充
実
を
求
め
る
。
ま
た
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
地

域
の
人
々
に
よ
る
取
り
組
み
と
も
連
携
し
、
市
全
体

で
子
ど
も
の
貧
困
対
策
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
、
体
制
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

障
害
者
65
歳
問
題
・
子
ど
も
の
貧
困
対
策

(日本共産党）
田中　市子

①
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
３
月
に
行
っ
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
２
１
５
件
84
人
の
市
民
か
ら
意
見
や
要

望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
平
成
30
年
度
の
決
算
状
況
も
行
財
政
再

建
プ
ラ
ン
の
策
定
時
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

市
民
生
活
に
影
響
が
あ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況

を
勘
案
し
て
再
度
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、
施
策
の
復
活
を
検
討

す
る
こ
と
。

②
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、
特
に
台
風
な
ど
で
事
前
に

開
設
す
る
避
難
所
を
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
実
態
に

合
っ
た
避
難
空
間
と
し
、
避
難
を
た
め
ら
わ
な
い
状

況
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
長
期
避
難
所
と
な
る
各
小
・
中
学
校
の
体

育
館
に
は
、
空
調
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
、
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

( 日本共産党）
岸田　厚

市政に関する 一 般 質 問

※開会時間は午前10時の予定です。
※傍聴される方は、当日、市役所新館３階
　議会受付までお越しください。

そ
の
他
の
質
問 

○
岸
和
田
市
に
在
住
す
る
外
国
人
の
実
情

　

本
市
は
現
在
、
行
財
政
再
建
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
目
先
の
収
支
の
た
め
に
市
民
や
職
員
に
負
担
を
求

め
、
支
援
や
補
助
を
減
ら
し
、
公
共
施
設
の
維
持
費
ま
で
削

減
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
続
け
る
と
、
ま
す
ま
す

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
行
財

政
再
建
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
次
の
３
点
を
要
望
す
る
。

　

①
市
民
の
申
請
手
続
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
手
数
料
の
割

引
制
度
を
導
入
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
促
進

す
る
こ
と
。
②
行
政
文
書
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
、

業
務
効
率
の
改
善
と
業
務
ス
ペ
ー
ス
の
縮
小
に
よ
る

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
こ
と
。
③
財
政
改
革
の
視
点

か
ら
、
今
後
、
国
が
標
準
化
を
進
め
る
シ
ス
テ
ム
を

早
急
に
導
入
し
て
業
務
を
合
理
化
す
る
こ
と
。

行
財
政
再
建
の
要
は
業
務
改
善
と
業
務
改
革

( 次世代政策会議）
雪本　清浩

そ
の
他
の
質
問 

○
用
途
地
域
の
変
更
と
ま
ち
づ
く
り

　

人
口
減
少
は
自
治
体
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る
職
員
の
確
保
も
困
難
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
職

員
の
働
き
方
改
革
の
前
進
が
期
待
さ
れ
る
Ａ
Ｉ(

人
工
知

能)

・
Ｒ
Ｐ
Ａ(

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動
化)

を
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
。
夜
間
な
ど
の
閉
庁
時
間
で
の
稼
働
、
大

量
な
作
業
の
迅
速
な
処
理
、
人
的
ミ
ス
の
防
止
な
ど
に
よ
り

業
務
効
率
が
上
が
り
、
職
員
の
超
過
勤
務
時
間
の
削
減
に
つ

な
が
る
。
ま
た
、
来
庁
し
た
市
民
へ
の
対
応
時
間
も

短
縮
さ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
。
よ
り
早

く
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
が
全
庁
に
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
ま

た
、
１
日
も
早
く
Ａ
Ｉ
の
導
入
が
実
現
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

自
治
体
業
務
へ
の
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に
つ
い
て

( 公明党）
友永　修

12月４日(水) 本会議

　　５日(木) 本会議

　　９日(月) 文教民生常任委員会

　　10日(火) 事業常任委員会

　　11日(水) 総務常任委員会

　　12日(木) 庁舎建設特別委員会

　　13日(金) 本会議

12 月定例会の日程 (予定 )

　４日(水)と５日(木)の本会議
を、テレビ岸和田で生中継しま
す。再放送は、７日(土)と８日
(日)の予定です。
　また、ラヂオきしわだでも録音放送しま
す。詳細は、各放送局のウェブサイトをご
覧ください。

議会中継を実施します


